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2． 高齢者骨軟化症の1例
　（老年病学）　　今村　敏治，小林　康孝，
　　　面木　保至，近喰　　櫻，勝沼　英字
　（整形外科学）　今給黎篤弘
　（病院病理部）　海老原善郎
　胃切除後のビタミンD吸収障害による高齢者骨
軟化症を経験したので報告する。症例は79歳女性。主
訴は全身の疹痛。既往歴には60歳時胃滑瘍で
Billroth　I法による胃部分切除術を施行。1988年
11月頃より全身の疹痛が出現。1989年11月「］入
院。胸腰椎X線所見は椎体の透過性充進，魚椎変
形あり。M蛋白所見なし。骨代謝関連検査では，
補正Ca値は8．Omg／de，　Pは2。3mg／d2，　C　aとPと
の積は18．4と三値。ALPは734U／1と高値，アイソ
ザイムは3型が優位。PTHは0．9　ng／meと上昇。％
TRPは正常，　TmPO4／GFRは2．3mg／deLやや二値。
25－OH：D3は7pg／m2と低下，1．25（OH）2D3は23
pg／meと正常下限。骨シソチ所見は肋骨，頭蓋骨，
前腕骨，骨盤の取り込み著明。骨生検像では類骨
がみられた。以上所見より，高齢に伴う退行鋤骨
粗霧症を基盤とした骨変化に，胃切除後のピタミ
ソD吸収障害による骨軟化症が発生したものと考える。
1． 超肥満患者のVLCDによる使用経験
　（内科学第三）　　中村　　毅，調　進一郎，
　　　　佐藤　潤一，須田　成彦，小木曽　仁，
　　　　金沢　真雄，能登谷洋子，伊藤　久雄i
　（栄養科）　平井千枝
　肥満者に対して，超低カロリー栄養食品を用い
た半飢餓療法の有用性が報告されている。今回我
々は，超肥満者に対して，超低エネルギー食
（VLCD）を用いた治療を行い，体重減少の評価，
副作用等について検討し報告する。症例は35歳，
男性，主訴は腹部膨満。身長156cm，体重104kg。
腋窩，陰部に色素沈着をみた。一般検査及び75g
OGTT，　LH－RH，TRH負荷試験，アルギニン負，
メトピロソテスト等を行ない，高インスリン血症
を伴う耐糖能障害，GHの反応低下，軽度肝機能
障害を認め，単純性肥満と診断した。体重減少目
的にて，患者さんの同意を得た後VLCD療法
（Optifast70420cal／日）施行，約1ケ月にて88
kgまで減量しえた。副作用として開始直後の血圧
上昇と，一過性のFFA，　GOT，　GPTの高値をみ
た。患者は退院2ケ月後も88kgの体重を維持して
おり，本法は患者の理解と同意が得られれば有用
な方法と考えられた。
　3．　　　　　酸分泌刺激剤による分離壁細胞
　　　　　　　内Ca動員効果
　（内科学第四）　　六川　博子，野中由紀子，
　　　　篠原　　靖，堀部　俊哉，河合　　隆：，
　　　　大久保公雄，角谷　　宏，中川　雅夫，
　　　　関　　知之，新戸　禎哲，近　　　裕，
　　　　斉藤　有一，山田　孝史，中田　　薫，
　　　　池田　　肇，原田　容治，斉藤　利彦，
　　　　芦澤　眞六
　（東京大学第三内科）　　菅野健太郎
　単離胃壁細胞浮遊液を遠心流出法で作製し，
Crynkiewiczの方法に基づいて，2波長励起比で，
各種酸分泌刺激剤による細胞内遊離カルシウム
（Ca）値を測定した。
　CaはCarbachol，Histamine，Gastrin刺激にて急
激な上昇を示した。またCarbachol，Histamineの
antagonistの前投与ではCa上昇は抑制を示した。
一方，Carbachol，Histamineのantagonistの前投
与ではgastrin刺激におけるCa上昇の抑制は見ら
れなわった。更にCaの上昇は細胞外液のCaを
freeにした時にもみられた。以上よりCa上昇は
各々のレセプターを介した反応であり，細胞内Ca貯蔵
からの遊離によるものと考えられた。
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